
様式第7 （第10粂関係）

石泌パイプライン者多数誇毅

年 月 日

穀

伎 所

氏 名（名称及び代苦笑務の氏名）

石治パイプライン警が策法第36条第1項の規定により次のとおっ石治パイプライ

ン事故の報告合します。

件 :g 

害事故発生のB B寺

毒事故発生の場所

害設事故発生の事業用施 常高用運E転E圧カ又力 i主主査

事状故況 の内容及び被襟

事： 放 の 際 関

石ぼ油し輸た送程度に支障を及

議害額の被害事

複急合捕文に後ヌせする応

IB 
後込l日又は時その見

みのB

事故発生の防止対策

備考   ー
この用紙の大きさは、 伝家産業主幾洛A4とすること。


